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一般興奮レベルと刺激情報量の有効性(2)

井 深 信 男 (兼敏大･故 ･心理)

昨年度共同利用研究にひきつづき,同じ仮説にもとづ

いて以下の実験がなされた｡

アカゲザル (実験 t,lo扇 :実験Ⅰ,6頭)にメクン

フェクミン (1mg/kg,i.m.)を授与して,視覚的抜穴

活動と自発的活動性に及ぼす効果をみた.視覚的探究行

動の測度として視覚刺激 (実験Ⅰ,点減光 (4%),yiZ

鹸Ⅰ,仲間のアカゲザル)に対する接近行動の回数と時

間が記録された｡同時に記録された自発的活動性の測度

としてほ,同じ装置内でのフォトビ-ムを切った回数が

用いられた｡

Berlyneの覚醒レベル仮説によれは,メクンフェク

ミン投与により一過的に覚醒レベルが上げられた被験体

は,I)ンゲル液注射の披験体より,視覚的探累行動が減る

はずである｡事実実験結果は,これを恭づけメタンフェ

タミンは視覚刺激に対する接近行動を完全に抑制した｡

一方同時に記録した自発的活動についてみてみると,メ

タンフェタミンは約半数のアカゲザルにおいて促進的,

すなわち活動性を上げ,残り半数においては活動性を下

げた｡この意味では自発的活動性は覚醒レベルをよく反

映するとした仮説を十分に支持しなかった｡このアカゲ

ザルにおけるメタンフェタミンの自発的活動性に及ぼす
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個体差の間喝を明らかにする必繋がえ砲されている｡

つい{･ある辺A的反応,本突放では′く一押し反応をし

なければ,視覚刺激が班示されないような条件下でメタ

ンフェタミン (2mg/kg,0.5mg/kg.I.m.)がアカy

ザルの′(一押し反応に及ぼす効果を,上に述べた仮説に

もとづいて,枚附した｡パー押し反応は時間と回数が記

討された.光刺激は/i-が押されている問提示された｡

同時に同じ姓田内での自発的活動性が記録された｡この

ような学習性場面においてもまた,メタンフェタミンは

パー押し反応を完全に抑制した｡つまり,外刺激のとり

入れをやめたといえる.この意味で Berlyneの覚陀仮

税は文持されたといえるo同時に記録された自発的活動

性に関しては,上述の実験と同じように約半数のアカ'/

ザルにおいて促進的,残りのアカケザ/レにおいて抑制的

に附いたといえる｡

この研究結果は次の論文に報告された｡

Thed王ffenentlaleffectsofmcthamphetam王ne

upon visual exploratony bchavior and

spontaneousmotoractivityh rhesusmonkeys

(MaracaTnulaLLa).Jap･Ps)･chol･Res･,1971,13(In

press)

霊長類の免疫的生化学的変異の検乗と遺

伝学的多型現象の解析

-gi;長類各種における血摂蛋白の迫伝的

多型現象の検第一

並 河 鷹 天(名大 ･C2･家苗育種)
日 的

詔環柄の刀三田問の移動あるいは緊Wi構造を追求する上

でiEt伝的形灯を柑泊として用いることが信相成の市い知
見をもたらすものと3g]持される.その際用いられる標識

氾伝的形矧 土岱田内あるいはiFl団間で多型的に存在して

いることが必要とされる.退伝的多型現象を提する遇伝

子経を探累することが本研究の目的である｡

材料および方法

分析に供された各種霊長類の血披試料約250個体分は

本研究所およびその他の集団から得られた｡その大部分

はニホンザルを初めとするマカタ属の血依試料である｡

血椛粥料抜取および分析は現在も進行している.｡ した

がってこれまで実施してきた 2種の血統ZE白すなわち

Hemoglobh垂望および血清中al･antitripsin型変異の

分析方法の概略についてのみ報告するo

i)Hemoglobin垂空の花束泳動的変共

和朋寒天ゲルTE気泳動法によったOその使用綬術

液系は次のごとくである｡

oBridgebuffer(pII8.6,fL-0.05)

ジェチ/レ/tJt'ビツール椴 1.849

-}ェナルパルビツール恨ソー〆 10.309

脱イオン水 1000mg
cGcl組成および block

アガロース 19

polyvlnllplrolldon 1.59

BrldgebufEerの2m絹卵液 100me
block(I11位cm) 16×20×0.07

0通TE(淀TE流)約2時肌 1mA/10×0.7mm2

ii)α1-antltrJps王n型のTrt究泳動的変興

不迎統綬術液系デン7●ンゲルTE克泳動法を他用し

た｡その摂術耽系制 ま次のごとくであるo

oanodalbrJdgcbuffer(pHJI.5)

cjtr王Cacid

Na2HPO42H20

脱イオy水

ocathodalbridgebuffer(pII9.0)

boricacid

sodium hydroxidc

脱イオン水

ll.759

15.79

1000mg

9.259

3.09

1000mg
oGel組成および block

加水分解デン7●ン 159

stockbuffcr'(pt14.8) 7mB
*Citricacld 21g

Tris 239
脱イオン水 1000me

ogelblock()Ti位cm) 12×20×0.6

slitは cathodalより8cmの位田に作る.

O通信 (定屯庄) 8-10V/cm で brownline

が夙点より約8.5cm移動した時に泳動を止める

(約5時間)0

結 果

調査された Hemoglobin塾および α1-antitripsin

型の電気泳動的変異はこれまでに報告されているそれら

との間での同定試故が未実施であり,又これらについて

の分析は他の研究者によって試験されるので水和告では

これらの変異性の程度又はtf餌について拡略を述べるに

とどめる0分析結果の詳和については閃迎共同研究の成

沢の中で後日報告されるものと増える.

Ⅰiemoglobin 型について=ホン,ザル,タイワンザ

ル,ア;H/ザル.カニクイlJ.'Jt,,その他数種の詔長柄に

ついて分析した結果,11カタ周の程間を除けはほとんど

の税のrmでTTLL先泳動的に区別ができるoLかし棟内にお

いて変異の存在が確認された個体はない｡特に=ホンザ
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